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○根拠法令 

千葉県行政文書規程 

（文書の発信者名） 

第２２条 施行する文書の発信者名は、全てその権限を有する者の名を用いなければならない。

ただし、法令等の規定に定めがある場合又は文書の性質若しくは内容により特に必要がある

場合は、県名、副知事名又は部長、局長、健康危機対策監等、課長若しくは所長の名を用い

ることができる。 

２ 前項の発信者名は、県名を用いる場合を除き、職氏名を表示するものとする。ただし、そ

の内容により氏名を省略することができる。 

 

・千葉県情報公開条例（平成１２年千葉県条例第６５号） 

第２３条 審査会は、必要があると認めるときは、諮問実施機関に対し、開示決定等に係る行

政文書の提示を求めることができる。この場合においては、何人も、審査会に対し、その提

示された行政文書の開示を求めることができない。 

２ 諮問実施機関は、審査会から前項の規定による求めがあったときは、これを拒んではなら

ない。 

３ 審査会は、必要があると認めるときは、諮問実施機関に対し、開示決定等に係る行政文書

に記録されている情報の内容を審査会の指定する方法により分類又は整理した資料を作成し、

審査会に提出するよう求めることができる。 

４ 第１項及び前項に定めるもののほか、審査会は、不服申立てに係る事件に関し、不服申立

人、参加人又は諮問実施機関（以下「不服申立人等」という。）に意見の陳述若しくは資料の

提出を求めること、適当と認める者にその知っている事実を陳述させることその他必要な調

査をすること又は不服申立人等に口頭で意見を述べる機会若しくは意見書若しくは資料を提

出する機会を与えることができる。 

５ 審査会は、前２項の規定により不服申立人等から意見書又は資料の提出があったときは、

第三者の利益を害するおそれがあると認めるときその他正当な理由があるときを除き、不服

申立人等（当該意見書又は資料を提出したものを除く。）に対し、当該意見書又は資料の写し

を送付しなければならない。 

（以下略） 
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・行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）（第９条第３項の読み替え後） 

第２９条 審査庁は、審査請求がされたときは、第２４条の規定により当該審査請求を却下す

る場合を除き、速やかに、審査請求書又は審査請求録取書の写しを処分庁等に送付しなけれ

ばならない。ただし、処分庁等が審査庁である場合には、この限りでない。 

２ 審査庁は、審査庁が処分庁等以外である場合にあっては、相当の期間を定めて、処分庁等

に対し、弁明書の提出を求め、審査庁が処分庁等である場合にあっては、相当の期間内に、

弁明書を作成するものとする。 

３ 処分庁等は、前項の弁明書に、次の各号の区分に応じ、当該各号に定める事項を記載しな

ければならない。 

一 処分についての審査請求に対する弁明書処分の内容及び理由 

二 不作為についての審査請求に対する弁明書処分をしていない理由並びに予定される処分

の時期、内容及び理由 

４ 処分庁が次に掲げる書面を保有する場合には、前項第１号に掲げる弁明書にこれを添付す

るものとする。 

一 行政手続法（平成５年法律第８８号）第２４条第１項の調書及び同条第３項の報告書 

二 行政手続法第２９条第１項に規定する弁明書 

５ 審査庁は、第２項の規定により、処分庁等から弁明書の提出があったとき、又は弁明書を

作成したときは、これを審査請求人及び参加人に送付しなければならない。 

 

・千葉県情報公開審査会部会設置及び議事運営に関する要領（昭和６３年１１月７日制定） 

第６条 部会（審査会において調査審議を行う場合にあっては、審査会。以下同じ。）は、条例

第２１条第１項又は議会条例第２２条第１項の規定により、実施機関又は議長から諮問を受

けたときは、当該実施機関（以下「諮問実施機関」という。）又は議長に対して、条例第２３

条第４項又は議会条例第２４条第４項の規定により、行政不服審査法（平成２６年法律第６

８号）第２９条第２項の規定により作成した弁明書の写しの提出を求めるものとする。ただ

し、諮問実施機関又は議長が当該写しを部会へ提出したときは、この限りでない。 

 

 

 

 

 



 資 料 ５  
 

31 
 

○事務フロー 

・平成２８年千葉県条例第１５号による千葉県情報公開条例改正前によるもの 

 異議申立人 総合窓口 担当課（所） 
第三者 

（参加人） 
情報公開審査会 

異
議
申
立
書
の
受
付 

     

再
検
討 

     

情
報
公
開
審
査
会
へ
の
諮
問 

     

開
示
の
実
施 

     

来 庁 相 談 案 内

決 定 書

の 謄 本

不備の解

消 

異 議 申 立 書 の 受 付

形 式 審 査 

形式上の

不 備

形式上の

不 備補 正 

却下の決

定 

諮問通知書 諮 問

諮問通知書 

不開示を維持 開示に変更 

諮 問 書

調 査 審 議

・ｲﾝｶﾒﾗ審理 

・ｳﾞｫ-ﾝｲﾝﾃﾞｯｸｽその他

の資料の提出指示等 

理 由 説 明
書・口頭理
由 説 明

異 議 申 立 て に 対 す る 決 定
決 定 書

の 謄 本

開示に係る

通 知 書
開 示 の 決 定

開示する旨

通 知 書

決 定 書

の 謄 本

訴

訟

の

提

起

意見書・口
頭意見陳述

答 申答 申 書
答申書（写

し ）

答申書（写

し ）

開示・不開示の再検討 

来庁・通知書

の 提 示
開 示 の 実 施

写 し 

写 し 

写 し 

少なくとも 2 週間  
（反対意見ある場合） 

意見書・口

頭意見陳述
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・平成２８年千葉県条例第１５号による千葉県情報公開条例改正後によるもの 

 審査請求人 総合窓口 
審査庁 第三者 

（参加人） 
情報公開審査会 

担当課（所） 主管課等 

審
査
請
求
書
の
受
付 

      

再
検
討 

      

審
理
手
続
及
び
情
報
公
開
審
査
会
へ
の
諮
問 

      

開
示
の
実
施 

      

参考人陳述・ 
検証要求等 

来 庁 相 談 案 内

裁 決 書

の 謄 本

不備の解

消 

審 査 請 求 書 の 受 付

形 式 審 査 

形式上の

不 備

形式上の

不 備補 正 

却下の決

定 

開示に係る

通 知 書

開示する旨

通 知 書

訴

訟

の

提

起

写 し 

写 し 

弁 明 書

の 副 本

開示に変更 

開 示 ・ 不 開 示 の 再 検 討 

不開示を維持 

弁明書の作成 弁 明 書

の 副 本

諮問通知書 

答 申 書

（ 写 し ）

意見書副本 

反論書作成 

提出書類等の閲

覧・交付の請求 

審査会への意見

書・口頭意見陳述・

提出書類閲 
覧等 

写 し 

諮 問

答 申 書

意 見 書 

口頭意見陳述

への出席 

反 論 書 

提出書類等の

閲覧・交付 

諮問通知書 

裁 決 書 の
謄 本

答 申 書
（ 写 し ）

審査会への意見書・口

頭意見陳述・提出書類

閲覧等 
 

反論書副本 

意見書作成 

口頭意見 
陳述の申立 

提出書類等の閲

覧・交付の請求 

答 申

参考人陳述・検
証要求等 参考人陳述聴取・

検証等の実施 

参考人陳述・検
証等の協力 

口頭意見陳

述の申立 口頭意見陳述

の主宰 
調 査 審 議

・ｲﾝｶﾒﾗ審理 

・ｳﾞｫ-ﾝｲﾝﾃﾞｯｸｽその他

の資料の提出指示等 

開 示 の 決 定

諮 問 書

反論書写し 

意見書写し 

終結通知 終結通知 審 理 手 続 の 終 結

審 査 請 求 の 裁 決裁 決 書 の
謄 本

来庁・通知書

の 提 示
開 示 の 実 施

少なくとも 2
週間（反対意

見ある場合） 
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